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は じ め に

ト マ ト 質化 え そ ウ イ ル ス (t omat o spotted wi1t 
virus ; TS WV) は， 1915 年 に オ ー ス ト ラ リ ア で 始め て 発
見 さ れた。 TS WV は熱 帯， 亜熱 稽を 中心 に 全世界 に 分布
し て い る ウ イ ル ス で あ り ， 数種の ア ザ ミ ウ マ に よ っ て 永
続伝 搬さ れ る 。 TS WV は 汁液接種が可能であ り ， 宿主 域
は 双子葉植物 32 科 169 種， 単子葉植物 6 科 7種 と 広 く ，
ナ ス 科， マ メ 科， キ ク 科， ウ リ 科等 の 主要農作物 に 甚大
な被害 を 与え て い る 。 TS WV は ， そ の特性か ら ウ イ ル ス
の 純化が 困難であ っ た た め ， 分子生物 学的解析が他の ウ
イ ル ス に比べて遅れて い た が， 最近の研究技術の 進展 に
伴い 塩基配 列ま た遺伝子構造 な どが明 ら か と な り ， 1990 
年のベル リ ン に お け る 国際 ウ イ ル ス 分類委員 会で動物 ウ
イ ル ス を 中心 と す る Bun ya viri dae 科 に To ゆo vi rus 属と
し て 分類 さ れた (CALlSHER， 1991) 。 し か し な が ら ， 本 ウ
イ ル ス 遺伝子の機能 に は不明の部 分が多 く ， 今後の研究
展開が 注目 さ れ る 植物 ウ イ ル ス の一つ で あ る 。

I 我が園に おけるTSWVの発生と被害

我が国 に お け る TS WV の発見 は ， 1965 年， ア メ リ カ
か ら 輸入 さ れた 隔離検疫中 の ダ リ ア か ら 検出 さ れた のが
最初で あ り ， そ の後 の 発生報告 を 表ーl に 示 し た 。 19 70
年， 岡 山 県及び北海道で葉 に 激 し い え そ 輪紋 を示す ダ リ
ア か ら TS WV が検出 さ れ， そ の後， 擢病ダ リ ア の 塊根 を
通 し て 日 本 各地 に 広が っ た も の と 考え ら れ る 。

19 72 年 に 奈良県下， 19 74 年 に は 神奈川 県下の露地及ぴ
ハ ウ ス 栽培 ト マ ト に 発生 し た え そ を 伴 う 黄化 症状 は ，
TS WV に よ る こと が 判明 し た 。 発病 し た ト マ ト は葉 に
褐色 え そ斑 を 生 じて 賞化 し， 茎や 葉柄に も 褐色 え そ 条斑
を 生 じ， 時 に 枯死 す る 。 果実 は表面 に 褐色 え そ 斑 を 生

じ， こぷ状 に盛 り 上が っ た 奇形 果と な り ， 上段 果房ほ ど
脱落 し や す く な る 。 そ れ に よ っ て 病名 を ト マ ト 黄化 え そ
病， TS WV の和名 は ト マ ト 賛化 え そ ウ イ ル ス と 命名 さ
れた。 小畠ら ( 19 76) に よ る と ， 本病常発地区の露地 ト
マ ト 及び そ の 圃場 周辺植物 に 着生す る ア ザ ミ ウ マ の優占
種 は ダイ ズウ ス イ ロ ア ザ ミ ウ マ ( Thriþs setosus) であ
り ， TS WV の新 し い媒介虫 で あ る こと が 判明 し た 。 発
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病株の 分布はダイ ズウ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の ト マ ト 寄生密度
分布と 一 致し て い た 。 ト マ ト 閏場及び 周辺で 畦畔雑草の

ノ ゲシ や オ ニ タ ビラ コ が TS WV に 高 率 に 感染 し て お
り ， 特に ノ ゲシ は 越冬株か ら も 本 ウ イ ル ス が検出 さ れ，
翌年の伝染 源に な っ て い る 可能性が示 唆さ れた 。 ま た ，
あ る 例で は 擢病 ト マ ト 圃場 周辺 に TS WV に感染 し た ダ
リ ア 圃場が あ り ， ダ リ ア 栽培 を 中止 し た 19 78 年以 降に
は ， 本病の発生 は 認 め ら れな く な っ た 。

ピ ー マ ン黄化 え そ病の発生 は ， 19 72 年 兵庫県下 で最初
に確認 さ れ， 19 75 年 ごろ か ら 茨城県鹿島地 帯で， そ の後
岩手県下 で も 発生が認 め ら れた 。 茨城 県鹿 島 地 帯で は
19 78 年 の 春か ら 夏に か け て 半促成栽培で生長点組織が
枯死す る 病害が大発生 し た 。 現地で は 「 脳天病」 と 呼ば
れ， 被害の ひ ど いハ ウ ス で は ， ピ ー マ ン栽培 を 放棄す る
ほ ど であ っ た。 本病 に よ る ピ ー マ ン の 症状 は 発生時期 に
よ っ て 異 な る 。 主 な病 徴は ， 生長点組 織付近の葉が奇形
化 し 退緑モ ザイ ク 症状 と な り ， 後 に 不 鮮明 な 黄色 輪紋が
現れ る 。 生長点組織付近 の 茎 は 褐色 え そ を生 じ， 葉 柄と
生長点組織が枯死す る 。 果実 は 軽 い モ ザ イ ク ， 不規則 な
褐色 え そ を 生 じ， 奇形化 し て商品価値 を 失う 。 ヒ ラ ズハ
ナ ア ザ ミ ウ マ ( F ran kliniella intonsa) の花へ の寄生率が
高 い ピ ー マ ン ほ ど発病率が高 く ， 着花数， 結 果数 と も に

減少 す る 。 鹿 島 地 帯 の ピ ー マ ン の 施設栽培作付面積 は

表ー1 日 本 におい て分離 さ れた TSWV

発生植物 都道府県 報告者 (年次 )
ダ リア 岡山 井上 ・ 井上 (1972)
ダ リア 北海道 四方 ・ 佐藤 (1975)
ピ ー マ ン 兵庫 坂 本 ・ 松尾 (1975)
ト マ ト 神奈川 宇田川 (1976)
ト マ ト 奈良 小 畠ら (1976)
ヒオオギ 徳島 山本 ・ 大畑 (1977)
ピ ー マ ン 茨城 米山 ・ 栃原 (1979)
ネギ 神奈川 荒城ら (1980)
タ ノマコ 沖縄 都丸ら (1982)
タ/�コ 岩手 TOMARU et al. (1984) 
ダ リア 兵庫 坂 本 ・ 松尾 (1984)
ス イ カ 沖縄 IWAKI et al. ( 1984) 
キ ュ ウ リ 沖縄 外関 ・ 渡嘉敷 (1987)
ピ ー マ ン 岩手 藤津 ・ 仲谷 (1991)
ト ウ ガ ン 鹿児島 鳥越 ら (1992)

末次 (1969) によ る輸入検疫 中 の ダ リア 分灘株の報
告は除い た .

一一一 5 一一一



498 植 物 防 疫 第48巻 第12号(1994年)

約300ha で，春期の東京市 場占 有率 は 80 % に達した こ と
も あ る 。 1 97 9年 の本病 の発生 は， 全作付面積 の 20 % に当

た る 60ha に達し ， 出荷 減収量 は約 1 ， 200t ，  3 . 2億円 であ
った 。積極 的 な ア ザ ミ ウ マ防除の結果， 197 9年 以降 本病
の発生 は減少して い る 。
TSWV によ る タバコ の病 害 は， 1975年 以来 ，沖縄県 下

及び岩手県 下でそれ ぞれ 発生 が確認 さ れて おり ， タバコ
の葉 に黄斑， え そ ， 奇 形 を生 じ， 株 はわ い化す る 。 197 6

年 ， 沖縄県 下 の調 査 で は ， 発生面積 14ha ， 平均発病率
30 % で， 被 害面積 は 4ha であ った 。

1 982年 1 1 月 以 降 ， 沖縄県 下 でハ ウ ス 栽培 ス イ カ に灰
白 色の斑紋 を示 す病 害が発生し ， 病名 は ス イ カ灰白 色斑
紋病 と命名 さ れ ，病原 はTSWV で， ミナ ミキ イ ロ ア ザ ミ
ウ マ (ThrijJsραlmi ) によ って伝搬 さ れ る こ と が判明し

た 。 擢病 ス イ カ は節聞 が短縮し ， 若 い葉 は退 色縮葉症 状
を示し ， 後 に ほ とん ど の葉 は灰白 色 を示 す。 激し く な る
と葉 は 下 に巻 き ， 柳葉 状 と なり ， 毛茸 が増 生して銀 色 に
みえ る 。 果実表面 に退緑斑 を生 じ ， 激し く な る と凹凸 に
なり奇 形果 と な る 。 皮 下 にコ ル ク 状のえ そ 斑 を生 じ， 果
肉部は空洞 に な る こ と が多 い。 沖縄県 下では ス イ カ と同
等に ト ウ ガン の被 害 も 甚大 で あ る 。 キュ ウ リ ， メ ロン ，
ニ ガ ウ リ ， ヘ チマ に も同 病 が発生して い る が， いずれ も

症 状 は軽 く ， 果実への影響 は少 な い 。 ハ ウ ス内 ス イ カ で
の ミナ ミキ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 発生 は沖縄 本島 で 1981年

3 月 ，宮古島 ， 石垣島 で同年 6 月 に 確認 さ れ ， ス イ カ灰白
色斑紋病 も それ に伴 って 発生した と 考え ら れ る 。 近年 ，
ミナ ミキ イ ロ ア ザ ミ ウ マの北上 に伴 ってTSWV も北上

し ， 鹿児島県奄美 大島 の ト ウ ガン に も 甚大 な被 害 を 及 ぽ
して い る 。 本病 は特 に露地栽培 の ス イ カ ， ト ウ ガン の果
実 の被 害が大 き く ， 商品価値 は著し く低 下 す る 。 ト ウ ガ

ン の 出荷 量 は ミナ ミキ イ ロ アサ. ミ ウマの発生 以来 毎年 減
少し ， 1980 ， 1981，  1982年 で， それ ぞれ 700 ， 500 ， 300 
t と な った 。

単子葉植 物 で は ， ヒオ ウ ギ及 び ネ ギ の 2 種類の作物か
らTSWV が検 出 さ れて い る 。

n TSWV の特性

1 TSWVの一般的性状及び精製法

TSWV粒子 は ，直径 80 � 100nm の球 状粒子 であり ，
植 物 ウ イ ル ス として は珍し い外被膜 を 有し ， 内 部の電子
密 度 が高 い 部分 (核 ) は直径 が約 60nm で あ る (図
1 ) 。 こ の ウ イlレ ス の宿 主細胞 内 での増殖の場は細胞質 で
あり ， そ こ か ら小胞体 内 に向けて 発芽 す る (MILNE ，
1970 ) 。 そ の際，小胞体 を形成して い る膜 の一 部 を取り込
み完 全粒子 と な る 。 こ のよう な現象 は， イン フlレエン ザ

ウ イ ル ス 等 のOrthomyxovinls 科 の ウ イ ル ス と酷似して
い る が， それ ら は細胞 か ら 分泌 さ れ る 際 に細胞膜 を取り

込み発芽して い る の で， 質 的 に は異 な る 。
TSWV 粒子 は ， リン脂質 及 び タン パ ク質 か ら構成 さ

れ る外被!換 を持つた め ， 多 く の植 物 ウ イ ル ス の一般 的 な
精製法では純 化が困難 であ る 。 各 種磨砕用緩衝液， 酸 化
防止 剤 また はキレー ト剤等の添加剤の検討 も さ れ ， また
超音波ホモジナ イ ザー によ る 磨砕 ， リン 酸 カJレ シ ウム を

担体 とした カ ラム ク ロ マトグ ラ フィ ー も行わ れた 。 し か
し そ の いずれ も が十 分 に ウ イ ル ス を 回収す る こ と は で き

な か った 。 そ の後，TAS et al . ( 1977 ) は特徴 的 な処理法
として ， 健 全植 物 タン パ ク質 に 対す る 抗体 を精製過 程 に

添加す る こ と により ， 磨砕粗汁液の清浄 化 を行 った 。 一
方 ， HANADA et al . ( 1 993 ) は ，TSWV のRNA を 回収す
る こ と を目 的 として ， 感染 タバコ組汁液 を界面活性 剤
(Tr iton X - 100 ) で処理し外被膜 を除去した ヌ クレオキ
ャプ シド を精製 す る 方 法 を報告した 。TSUDA 巴t al . 
( 1991) は， 40 % と 60 % の ショ糖溶液 を重層し ウ イ ル ス を
含む組 分画 を超遠心分離した 。 こ のstep-w i se sLlcrose 
den sity gradient 法 を用 いた こ と で植 物成 分の除去 に成
功し ， 完 全粒子 として の ウ イ ル ス を 分離精製す る こ と が
で きた 。 ウ イ ル ス の 分子生 物学 的特性 を明 ら か に す るた
め に は， 精製程度 のよ い ウ イ ル ス を準備 す る こ と は重 要
であ る 。

2 TSWVのゲノム及びタンパク質

TSWV のゲノム は3 分節の 1 本鎖RNA で あり ， 基
本的にマイナ ス 鎖 で あ る (図- 2) 。 最短 か らS ，M 及びL
RNA と呼 ばれ ， 分子 量 はS RNA か ら順 に 約 1.0 2，
l. 5 6 及 び3 .0 8 X 106 で あ る 。 オ ラン ダのDE H.�AN et al目
( 1990 ) は，プ ラジノレ のト マト 分離株 のS RNA を ク ロー
ニングし ， 完 全長 の塩 基配列 を決定した 。 そ れ によ る

図-1 トマト弧イlニえそウ イ Jレスの電子顕微鏡像
白線 は 100 nm を示す.
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と ， S R NA の 前 長は 2916 塩基で あ り ， 5 と 3 の 両末
端の 15 塩基 は相 補的配 列を 有 し ， か つ 5 か ら の 3 分の

2 付近 に へア ピ ン 構造 を 推定さ せ る 約 250 塩基 の A- U
リッ チ な配 列が認め ら れた 。 ま た ， S R NA 上 に は二つ の
オー プ ン リー デ ィ ン グ フ レ ー ム (ORF) が存在 し ， 5 末

端側 の ORF は 正 方 向 ( ウ イル ス 鎖) に ， 3 末端側 の
ORF は 逆方向 ( ウ イル ス 相 補鎖) に コ ー ド さ れて い る
( 図-3) 。 こ の よう な 遺伝子構造 は ， A ren aviri dae 科の
Aren avir附属， TS WV が 属す る Bu nyaviri dae 科 Phl ­
e bo vi rus属， Uu ku vi rus 属の 各 ウ イル ス ， さ ら に イネ 縞
葉枯 ウ イル ス (rice stripe virus ; RSV， Tenui vi rus 属)
等 に み ら れ， am bisense gene coding strategy と 呼ばれ
て い る 。 近年， M R NA に も そ の 境基配 列か ら S R NA 
と 同 様 な 遺 伝 子 構 造 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た
(KORMELlN K et a L， 1992) 。 さ ら に ， T SUDA et a L  (1992) 
は ， S， M 及 び LR NA ゲノ ム に 対 す る 完全 長相 補性
R NA 鎖 (cR NA) が TS WV 粒子内 に含 ま れて い る こ と
を 証明 し た 。 同様の 遺伝子構造 を 有 す る Phle bo vi rus，
Uu ku vi rus 及 び RSV に も 各 ゲノ ム に 対応 し た cR NA
が粒子内 に存在 し て い る こ と か ら ， こ の cR NA が遺伝子
情報発現 に 重要な機能 を有 し て い る も の と 考え ら れ る 。
TS WV の LR NA で は ， ウ イル ス 相 補鎖の み に 一つ の
ORF が存在 し ， 一般的 な マ イナ ス 鎖の 転写翻訳過程 を経
る と さ れて い る (D EHAAN 巴t a L， 1991 ) 。

TS WV の粒子 内 タ ン パ ク 質 は 3 種類の構造 タ ン パ ク
質 ( N， G ，及び G2) 及び 1 種類の機能 タ ンパ ク 質 (L)
の 4 種類であ る ( 図一2) 0Nタ ンパ ク は S R NA に コ ー ド

ヌクレオキャプシドー
(M RNA) 

ヌクレオキャプシド
(L RNA) 

図 -2 ト マ ト賛化え そ ウ イ ル ス の構造模式図 (RESEN DE，
1993) 

さ れ， 分子量約 28k ダル ト ン (Da) で， ウ イル ス R NA
と 結合す る こ と に より 閉環状 の ヌ ク レ オキ ャ プ シ ド を構
成 し て い る 。 仏(分子量約 75kDa) 及 び G2 (分子量約
46kDa) と 呼ばれ る 2 種類の構造 タ ン パ ク 質 は ， ヌ ク レ オ
キ ャ プ シ ド を 包 む 外被膜 を 貫通 す る よう に 突出 し て い
る 。 両者 と も 糖タ ンパ ク 質で あ る こ と か ら ， 構造 タ ンパ
ク 質 と し て だ け で は な く ， 機能 に も 関 与し て い る こ と が
示 唆さ れて い る 。 こ れ ら は ， M R NA に ポリ プ ロ テ イン
と し て コ ー ド さ れ， 分解 酵素に より 一 定の 位置で切断 さ
れて機能す る 。 Lタ ン パ ク は， 分子量が約 335kDa で あ
り ， LR NA に コ ー ド さ れ る 。 こ れ は ， ウ イル ス R NA を

複製す る R NA 依存 R NA ポリ メ レ ー ス であ る こ と が，
そ の ア ミ ノ 酸配 列か ら 推定さ れ て い る 。 TS WV は ， 粒子
を構成す る タ ンパ ク 質以外 に 2 種類の 非構造 タ ンパ ク 質
(M R NA 上 に NSm タ ン パ ク ， S R NA 上 に NSs タ ン
パ ク ) を コ ー ド し て い る が， そ れ ら の 働きは 不明 で あ
る 。

3 TSWVのアザ ミ ウ マ媒介特性

TS WV の ア ザミ ウ マ に よる 媒介様式 は ， 特異的 で あ
る 。 ア ザミ ウ マ は， 幼虫時 に の み TS WV を 獲得し， 踊か
ら 羽化 ま での 10 日 前後 の潜伏期間 を経た 後， 成虫 に な っ
て 5 分間以上の加害 吸汁で 始め て ウ イル ス を 伝 搬す る 。
ま た ， 一度保 毒し た ア ザミ ウ マ は 終生 ウ イル ス 伝 搬能力
を保 持す る が， 経卵伝染 は し な い。 こ の よう な伝 搬様式
を示す媒介虫 は他 に類 を み な い。 TS WV の媒介虫 は ， ダ

イズ ウ ス イロ ア ザミ ウ マ ， ネ ギ ア ザミ ウ マ ( Thriþs
t abaci) ， ヒ ラ ズハ ナ ア ザミ ウ マ ， ミ ナ ミ キ イロ ア ザミ ウ

S RNAゲノム

(28.8kDa) 
Nタンパク 258アミノ酸残基

N\/"、"-.../"、、C

| 
5'・---c二 コー3'

1 t 2916.>t 7レオチド
←5' ウイルスRNA

5' 3' ウイルス相補性RNA

NSsタンパク 46 4アミノ酸残基
(52. 4kDa) 

図 - 3 ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス S RNA の遺伝子発現機
構 (RESENDE. 1993) 
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マ ， チ ャ ノ キ イロ ア ザミ ウ マ ( Sci rtot hri ps do rsalis) ， ミ
カ ン キ イロ ア ザミ ウ マ ( F ran kliniell aocci dent alis) ，  F. 
sc hult zei， F. fusc aの 8 種類が知 ら れて い る 。 TS WV の
ア ザミ ウ マ 類 に よる 媒介機構 に 属す る 研究 は 少 な い。 最
近， 保 毒し た ア ザミ ウ マ 超薄切片 の電子顕微鏡観察 に よ
り ， 中 腸及 び 口 針に ウ イル ス が確認 さ れた と す る 報告が
あ る ( WUKAMP et al. ， 1993) 。 こ れ は ， 昆虫体内 に 侵入 し
た ウ イル ス が ど の よう な経路で植物への感染 に結びつ く
か と い う 観点か ら ， 興味深い。

アザミ ウ マ は体長 1 mm 以下 で あ る た め ， TS WV を
獲得し体内で 維持し た と し て も ウ イル ス 量 は微量であ る

と い う 推測か ら ， T SUDA et al. ( 1994) は， ア ザミ ウ マ 1
頭か ら の TS WV 検出 を 目 的 と し て Polymerase Chain 
Reaction (PCR) 法 を 応 用し ， S R NA の 検 出 を 行 っ
た 。 S R NA の 3 末端側 か ら の PCR 反応 に より 約 800

塩基 の cD NA 断片 が作成 さ れ る よう に デ ザイン し た 2
種類の プラ イマ ー を 合成 し ， アザミ ウ マ 1 頭か ら 抽出 し
た 全 R NA を試料 と し て 供試 し た 。 そ の結果， 作業 仮説
に 相当 す る よう な l 本の cD NA 断片が検出 さ れ， そ の 塩
基配 列か ら ， 本 ウ イルス の S R NA を 鋳型 と し て い る こ
と が 証明 さ れた 。 本法 は ， 媒介虫の伝 搬機構解明 に有 用
な技術 と な る であ ろ う 。

皿 TSWVの系統判別

TS WV の 属す る Bun yavi ri dae 科 は ， To ゆo vi rus 属を
含 む 5 属に 分類 さ れ て お り ， そ の 中 の 4 属は 脊椎ま た は
無 脊椎動物 を 宿主 と す る ウ イル ス であ る 。 近年， TS WV 
の 分 子 生 物 学 的 性 状 が 明 ら か に な る に つ れ て ，

To 司po vi rus属内 の 系 統 判 別 が 示 唆さ れ る よう に な っ
た 。

LA W and MO Y ER ( 1990) は ， 鑑賞植物ニ ュ ー ギ ニ ア イン
パ チ エ ン ス Um patiens sp.) 分 離 株 (TS WV-I) が
TS WV- L ( ア メ リカ 普通系統) の M 及 び S R NA と 分
子生物学的に 明 ら か に 異 な っ て い る こ と を報告 し た 。 さ
ら に ， TS WV- L及 び TS WV-I の Nタ ン パ ク 抗体は相
互に 交差反応 は示 さ な か っ た 。 ま た ， 1968 年以 降， イン
ド で ラ ッ カ セ イに 全 身え そ を 示 す TS WV が R EDD Yet 

al. (1968) に より 報告 さ れ た 。 し か し そ の 後 の 生化学
的， 血清学的実験 に より ， Nタ ンパ ク の電気泳動的 移動
度の違い ， ま た 前記の TS WV- Lと こ の分離株の Nタ ン
パ ク 抗体に よる ウ エス タ ン プ ロ ッ テ ィ ン グの 反応性に相
違があ る こ と か ら ， こ の株 も 従来の TS WV と は 区分 さ
れ る べ きも の であ る と さ れて い る 。 現在 こ れ ら の ウ イル
ス は， To spo vi r附属内 で， TS WV-I は lm patiens nec . 
ro tic spot virus (I NSV) ， イン ド の ピ ー ナ ッ ツ 分離株 は

bud necrosis virus (B NV) と し て 提唱さ れて い る 。
現在 ま で に 日 本で分離 さ れた株は， ウ イル ス 粒子内 の

ヌ ク レ オ キ ャ プ シ ド の生化学的特性及び ウ リ科植物での
感染性の違 い か ら ， 少 な く と も 2 グ ル ー プ に 大別 す る こ
と がで きる (T SUDA et al. ， 1993) 。 そ の比較特性 を 表 一2 に
示 し た 。 九州以北 で発生 し た 分離株の う ちト マ ト ， ピ ー
マ ン 及 び タ バ コ 分離株 は ， ヌ ク レ オ キ ャ プ シ ド の 抗原
性， S R NA の相 向性が 高く ， Nタ ンパ ク と S R NA の
電気泳動的 移動度が同様で あ る こ と か ら ， 同一 群と し ，

普通 ( 0) 系統 と し た 。 O 系統 の Nタ ン パ ク 領域の S
R NA 塩基 配 列は ， 国 際 的 に 最 も 研 究 が 進 ん で い る
TS WV- L ( ア メ リカ 普通系統) 及 び ブ ラ ジ ル 普通系統の
そ れ ら と 98%以上の きわ め て 高い相 向性 を 示 し た 。 以上
の結果 から ， こ れ ら の分離株 は 国際的 に 普通系統 と 判断
し て よい で あ ろ う 。

一方， 沖縄県の ス イカ 分離株及 び鹿児島県 の ト ウ ガ ン
分離株 は ， TS WV の 局部病斑 宿主 で あ る ペチ ュ ニ ア で
接種葉 に 局部 え そ 斑点形成後全 身感染 を ， ウ リ科植物で
全 身感染 を 呈す る 。 ま た ， モ ノ ク ロ ー ナ ル抗体 に より 系
統特異的抗原 決定基 の存在及 び ノ ー ザン ハ イプ リダ イゼ
ー シ ョ ン に より ， S R NA 聞に わが国 O 系統 と の相 向性
がな い こ と が 証明 さ れた 。 ま た ， N タ ンパ ク 及 び S
R NA の電気泳動 的 移動度 も 異 な る こ と か ら ， 明 ら か に
別系統であ る こ と が 証明 さ れ， こ れ を ス イカ ( W) 系統
と し た 。

表-2 2系統 に類別さ れたわ が国産 の TSWV の系統特性

S RNA の
系統 分離 N タ ンノT N タ ンパ S RNA 相補性c， ウ リ 科

株a， ク 分子量 ク抗原性b' 分子量 感染
N w 

O N 30K a. O 1 . 02 x 10. + 局部
感染

M 30K a. O 1 . 02X 10. + 局部
感染

P 30K a. 。 1 .  02 x 10. + 局部
感染

W w 32K a . w 1 . 21 x 10. + 全身
感染

K 32K a . w 1 .  21 x 10. + 全身
感染

a) N : 奈良県 ト マ ト 分離株， M : 岩手県 タバ コ 分離株， P : 茨城
県 ピ ー マ ン分厳株， W : 沖縄 県 ス イ カ 分離株， K : 鹿児島県 ト
ウ ガ ン分隊株

b) ポ リ ク ロ ー ナ ル抗体 を 用 い た ウエ ス タ ン プ ロ ッテ ィ ン グ によ
る系統特異抗原決定基 の検出， a : 共通抗原決定基 ， 0 : 0系
統特異的抗原決定基 ， w : W系統特異的抗原決定基

c) N ま た は W 分離株 の S RNA を プ ロ ー プ と し た ノ ー ザ ンハ
イ プ リ ダ イゼーショ ン にお け る 反応性
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こ れ ら の こ と か ら ， わ が 国 に 発生 し た TS WV は ， 0系
統 と W系統 に 大別 さ れ る 。 し か し ， 先 に 示 し た よう に
I NSV や B NV が ウ イル ス 種 と し て 扱わ れ る な ら ば， こ
の W系統 も 種 と し て 独立 さ せ る こ と が 可能で あ る 。 こ
れ は ， ウ リ 科植物 に 全 身感染す る こ と か ら も 国際的に極
め て ユニ ー ク で あ る 。 以上 の こ と か ら ， 今後の ゲノ ム
R NA の解析結果の 集積 を 待っ て ， 近い 将来 watermelon
silver mottle virus と 命名 す る 用 意が な さ れて い る 。

お わ り に

本稿では， TS WV の 防除法 に は 触れ な か っ た が， 感染
源植物の除 去， 媒介虫 ア ザミ ウ マ の 防除， 特 に 紫外 線カ
ッ ト フ ィル ム 等 の利用 に よる 防除が施設栽培で行わ れ，
効果 を 上 げて い る (外 聞， 198 7) 。

近年， TS WV の Nタ ンパ ク 質遺伝子 を 導入 し た形質
転換植物が作出 さ れ， 本 ウ イル ス に 対 し て 抵抗性 を示す

こ と が報告 さ れて い る 。 そ の抵抗性 は ， 導入遺伝子か ら
の 翻訳タ ンパ ク 質の関 与で は な く ， 導入遺伝子の 転写核
酸の 干渉 に よる ら し い (GI EL EN et al. ， 1991) 。 こ の よう
に ， 本 ウ イル ス に 抵抗性 を 示す形質 転換作物の 実 用化 も
時間の問題であ る 。 ま た ， 本 ウ イル ス は ア ザミ ウ マ伝 搬
様式や遺伝子発現機構 に 代表 さ れ る よう に ， きわ め て ユ
ニ ー ク な生物学的特性があ り ， 動物 ウ イル ス と の類 似性
も 高い こ と か ら ， ア ザミ ウ マ に よる 媒介機構 を 含む 諸性

新 刊紹介

原色図鑑『野外の毒虫 と不快な虫 』

梅谷献ニ 編
B 6 版， 3 3 1 頁， 定価 1 ，300 円

全国農村教育協会 発行

植物防疫の専門家の 中 で， 虫屋 と 病理屋 と い う呼び方が あ
る が， 病理屋がい ち ばん虫屋 を羨 し く 思 う の は写真 を写 し た
とき だ ろ う 。 虫の写真 は 常 に立 体的で素人 目 に も興味深 い。 対
す る に病理屋が と る写真 は， ど ん な に美 し い花 で も正 常 な も
の は役 に立 た ず， 美 し い花弁 に斑点があ っ た り か びが生 え た
り して いて 初 めて写真 に な る 。 本書の表紙 は 恐 ろ し い は ずの
ア シ ナ ガパチ の写真 だが， こ れが何 と も美 し い。 本 を 開 いて み

て も 見飽き な いほ ど に美 し く興味深 い写真 が並 んでい る 。
書名 こ そ「野外 の毒 虫と不快 な虫J と い う よ う に ， そ の も の

ずば り す ぎて あ ま り 感心 し た 書名 で は な い と 思 っ た が， 開 い
て み ると 2 頁 おき に 出て く る 虫 の写真 が， 実 に シ ャ ー プで色
鮮 や か， 毒虫や危険 な虫た ち であ る こ と も つ い忘 れて 見 と れ

て し ま う 。 そ して 見 と れた つ い で に そ の解説 ま で読ん で し ま
う ので， そ の意味 で も な か な か よ く でき た本であ る 。 今年の夏

質の解明が必要であ る 。
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なお， r表一l 日 本 において分隠さ れた T5WVJ の引用文献 は， 紙
面の都合上割愛さ せて い ただ いた .

は猛暑 で， ス ズ メ パチ の類が大量繁殖 し， 大都会 の住宅地や公
園 な ど で も ハ チ に 刺 さ れ る 被害 が続 出 し た が， 本書 を 読 む
と ， ス ズ メ パチ に も何 種類 も あ り ， 種類 に よ って営巣場所や毒
の強弱 に 大差 があ る こ と や， 退治す る に は ど ん な 方法が よ い
かな ど有益 な情報 が満載 さ れて い る 。 来年 も猛暑 に な る か ど
う かわ か ら な い が， 本書が一般の 人 に も広 く 読 ま れて ， 来年以
降 は キ ャ ン プ に 行 っ た小中学生が入院 す るほ どの 被害 に遭 っ
た り し な い よ う に な って欲 し い も の で あ る 。

さて こ の小文が載 る の は「植物防疫」 誌 だ と聞 いて い る の
で， 仲間 う ち の 気安 さ か ら も う 一 つ悪 口 を い わ せて も ら え
ば， カ や ア プの項 に写真 と して は 色美 し く できて い る の だ
が， 毛 む く じ ゃ ら の腕 や脚 な どの被害写真 が こ れで も か こ れ
で も か と 出て 来 る の は い た だ け な い。 も っ と も こ れ も ， こ ん な

興味深 い被写 体 を持 た な い病理屋 の ひ がみ な の か も し れ な い
が 。 自分の子供 の頃 の記憶 を たど って みて も ，夕 方遊び疲 れた
野原で， 腕 の上でプユが見 る 見 る腹 を真 赤 にふ く ら ま せて い
く の を み つ め た こと が一再 なら ず あっ た の が思 い 出 さ れ る 。
して み る と 本書の 中 の毛ずねの写真 も 科学者 ら し い真撃 な態
度 と み な せ な い こ と も な い か と思 えて く る 。 い ず れ に せ よ 不
快 な本 ど こ ろ か愉快 で見 ど こ ろ の 多 い良 書であ る 。

(東京都立立 川短期大学 岸圏平 )
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